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第3回目の中国現地インターンシップによせて
愛知大学学長　武田信照

第 3回目となる現代中国学部の中国現地インターンシップが、昨年 9月に実施された。期間は 15日間、
参加学生は 13名であった。中には風邪で体調を崩した学生もいたようであるが、全員が無事予定の研
修を終了した。本学にとって初めての経験となる海外でのインターンシップが、このように着実に回を
重ねて成功裏に実施されていることを何よりも先ず喜びたい。同学部は中国現地重視の学部教育を行っ
ているが、この現地インターンシップの定着は、当初から行われていた語学を中心とした現地プログラ
ムとフィールドワークとしての現地研究実習と合わせ、学部教育に一層の特色と厚みをもたらすことに
なろう。中国現地インターンシップは、亜細亜大学、桃山学院大学でも始めている。
このインターンシップの経験が、今回も参加学生による日誌とレポートからなる報告書としてまとめ

られて刊行される。この形式は、本学の前身ともいうべき東亜同文書院の学生による現地調査が、旅行
誌と調査報告の形式でとりまとめられていたことを参考にしたものと推察されるが、そのミニ版ながら
レポートに日誌が加えられることで、インターンシップの経験をより実感をもって読むことができ興味
深い。この報告書によって、学生たちが現地での就業体験から何を学びとっているかをご覧いただけれ
ばと思う。
今回 6社に学生を受け入れていただいた。内 5社は全 3回すべて、残りの 1社も 2回目である。何か

と負担の多いインターンシップの受け入れにご協力いただいている 6社に心よりお礼申し上げたい。
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